
 

令和８年６月 19 日 

広島みどり信用金庫 

 

第 78 期通常総代会での報告ならびに決議事項について 

 

 当金庫は、本日（６月 19日）開催しました第 78期通常総代会において、下記事項を

報告ならびに決議しましたのでお知らせいたします。 

 

記 

１．報告事項 

令和７年度（第 78期）業務報告、貸借対照表及び損益計算書の内容報告 

 

２．決議事項 

  第１号議案 剰余金処分案承認に関する件 

 

３．お知らせ 

（1）令和７年度（第 78期）決算概要    

預金積金 94,753百万円 （前期比：  234百万円減、 0.24％減） 

貸 出 金  39,141百万円 （前期比：  334百万円減、 0.84％減） 

（2）利益  

経常収益 1,568百万円 （前期比：  168百万円増、 12.06％増） 

業務純益 194百万円 （前期比：   28百万円増、 16.89％増） 

コア業務純益 346百万円 （前期比：   40百万円増、 13.43％増） 

経常利益 217百万円 （前期比：   18百万円増、 9.57％増） 

当期純利益 154百万円 （前期比：    3百万円減、 2.33％減） 

当期は、日銀の金融政策正常化に伴う金利環境の変化や投資信託解約益の計上に

より、資金運用収益が増加しました。一方、預金金利の引き上げに伴う資金調達コ

ストの増加に加え、有価証券ポートフォリオの健全性向上を目的として、一部有価

証券を売却したことから、収益に一定の影響を及ぼしました。 

貸出金については、地域のお客さまへの資金繰り支援や本業支援、販路拡大支援、

さらに補助金および支援金申請などに継続して取り組みましたが、地方公共団体向

け貸出の減少を主因として、貸出金残高は前期比で減少しました。 

また、預金積金についても、法人預金は増加したものの、地方公共団体預金の減

少により前期比で預金積金残高は減少しました。 

このほか、金利上昇局面を踏まえ、有価証券の減損リスク低減および将来収益の

向上を目的としたポートフォリオの見直しを進めました。 
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これらの結果、経常収益は 1,568百万円、当期純利益は 154百万円と増収減益と

なりましたが、当初事業計画に掲げた収益目標 127百万円に対して 121.1％を達成

することができました。 

（3）役員体制 

   【理事】 

役 名 氏  名 

理事長 小林 明宗 

専務理事 畠山 一之（昇任） 

常務理事 大田 幸弘（昇任） 

常勤理事 伏谷 康則 

理事（非常勤） 奥井 智裕 

理事（非常勤） 西田 英司 

理事（非常勤） 八谷 尚幸 

   【監事】 

役 名 氏  名 

常勤監事 井澤 一憲 

監事（非常勤） 三浦 益隆 

監事（員 外） 光井 俊明 

 

以 上 


